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1. 戦後社会科の再検討 一 挽歌がきこえるとき 一
2. いまあらためて社会科とは何か 一 生活科の新設とかかわって 一
3. 自他実現としての社会科教育論
4. 異文化理解と社会科教育
5. 社会科と歴史教育 ー 津田左右吉の場合 一
6. 上原専禄の世界史理論
7. 地理教育における地人相関論














































」 （宮本光雄氏）、及びIlの 8 「高等学校社会科「世界史」の変遷とその特色―昭和35年版 ·45
年版を中心にして一」 （星村平和氏）などをあげることができる。そして、この四つの論文は、
今日の社会科が直面している課題を考究していくうえで、その論旨に賛否はあるにしても吟味す
べき内容を提起している。特に星村氏の論文は、氏が「昭和35年版 ·45年版の作成に、文部省の
教科調査官として直接担当されたのは平田嘉三氏である。本稿は、同氏の業績の評価という観点
も含めて構想したが、不十分に終わっている」と述べられているが、高等学校社会科「世界史」
に関心のある者にとって重要な意味をもった論文として紹介させていただく。
以上、本書に対する私の希望を述べたが、本書の性格からいって無理な注文かもしれない。む
しろ、このような時期にかかる論文集がまとめられた意義を評価するとともに、社会科教育関係
者が、自らの課題意識との関連から本書を読まれることを期待し、推薦したいと考える。
（早稲田大学）
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